
【だんぶり池づくりで配慮したこと】 

 
 ＨＥＰ２１自然環境グループでは、だんぶり池を創るにあたって、以下のようなことに配慮 

し、市とパートナーシップにより協働して整備することとしました。 

１．二次的自然環境（原生自然ではない）の復元をめざす    

休耕田を活用した「とんぼ池」づくり           

※田んぼ → 水稲を栽培する場所・（人の手が加わった）二次的自然 

→ 用水路と排水路（動脈と静脈）が整備されている 

→ 溜め池・小さなダム（貯水・地下浸透・蒸発）・湿地としての機能あり 

→ 多様な生物（昆虫・淡水魚・両生類・鳥類・植物など）の生息場所 

２．自然の力による再生・復元をめざす（無移植：持ち込まない） 

３．生物多様性を確保する（池の水深・形態等に変化をもたせる） 

４．最低限の管理（湿地・湛水池の確保） 

５．環境教育・環境学習の場として活用する 

６．自然とのふれあいの場を提供する（特に都市住民に対して） 

７．パートナーシップ（市民・事業者・行政）で整備する 

 
 ※環境パートナーシップ概念図             
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※重なりあった部分が「協働」を指し、協働の仕方を規定(対等な立場・役割分担等)する 

のがパートナーシップである。 

地域のすべての主体（市

民・市民団体・事業者・行政）

がそれぞれの役割と責任を果

たしながら、それぞれの持つ

良さを発揮し、対等な立場で

互いに連携・協働して環境問

題に取り組むこと。     

※地球にやさしいパートナー

シップの形成に向けた調査研

究より（「地球にやさしいパー

トナーシップ」プロジェクト

チーム） 


